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第 8 回 JMLA 学術集会 受講にあたって 
 

【開催日時】 
2024年 12月 13 日（金） 9：20 ～ 16：40 （昼休憩 12：00～１時間を予定） 
 午前の部 研究発表    9：20 ～（入場開始 9：00～） 
 午後の部 CE コース 13：00 ～（入場開始 12：40～） 
 

【プログラム】 
 JMLA ホームページまたは学術集会参加者ページに掲載の「プログラム」をご参照ください。 
https://jmla1927.org/doc/event/gakujutu/8th/8gakujutu_pro.pdf 
 

【配布資料】 
配布資料は、メールにてお知らせしました学術集会参加者ページに掲載しています。同メールに
記載された ID・パスワードでログインし、事前にダウンロードしてご準備ください。また、文献
検索演習中級 2024には事前課題もございますので、課題を済ませた上でご参加ください。 
 

【受講方法と事前準備】 
学術集会は Zoom ウェビナーシステムを用いて行います。 
下記の手順に沿って、参加のご準備をお願いします。 
 
① Zoom ウェビナーへの参加登録をする 

事前案内メールに記載されているURL より、必要事項を入力の上、Zoom ウェビナーへの参
加登録をおこなってください。登録が完了すると、学術集会当日の参加用 URL が記載された
メールが自動返信にて送付されます。自動返信が届かない場合は、中央事務局までご連絡く
ださい。 
※ 参加用URLは即時発行されますが、余裕をもって早めにご登録ください。 
※ 研究発表と CE コース両方に参加する方は、それぞれウェビナー登録してください。 
※  JMLA ホームページ上の学術集会参加者ページとは異なります。 
※ 参加登録画面にて、研究発表の参加証明書、CEコース修了証書の発行希望を伺います。

発行をご希望の方は必ず【必要】とご回答ください。 
 
② 視聴用 PCやタブレットを準備する 

Zoom ウェビナーを視聴するにあたって、パソコンやタブレットが必要です。ご自身の環境に
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あった端末をご用意ください。 
 
③ Zoom をインストール 

下記 URL より、事前に Zoom のインストールをお願いします。 
https://zoom.us/download#client_4meeting 
※ すでにインストール済みの方はバージョンを確認いただき、必ず最新版へのアップデー

トをお願いいたします。バージョンによっては視聴ができなかったり、搭載機能が使え
ない場合があります。 

 
④ 案内に従ってURLまたは ID・パスワードで入室 

開催当日は、ZoomウェビナーにURL もしくは ID・パスワードで入室してください。 
※ Zoom の各種機能については、Zoomホームページの他、別添の Zoom 簡易解説をご参照

ください。 
※ 入室までに時間を要する場合があります。午前の部、午後の部ともに 20分前より入室が

可能ですので、時間に余裕をもってご準備ください。 
 

【受講にあたっての諸注意】 
 ビデオ・マイク機能について 

Zoom ウェビナーシステムを用いての開催になるため、受講者のマイクとビデオ（カメラ）
機能はご利用いただけません。 

 
 チャット機能について 

進行や研究発表者・講師の音声や映像にトラブルがあった場合には、チャット機能より、送
信先を「ホストとパネリスト」に設定して学術集会運営本部へご連絡ください。 
一度退出いたしますと、再入室以降のチャット内容しかご覧いただけませんので、お気をつ
けください。 

 
 研究発表の質疑応答について 

質問の投稿は、次の発表が始まるまでにインターバルを設けますので、Zoom の Q&A 機能か
ら頭に研究発表番号を付けて送信してください。 
質問への回答時間は、全研究発表の終了後に設けております。学術集会運営本部が取りまと
めて研究発表者に代理で質問いたします。時間の都合上、すべての質問には答えられない場
合がありますので、ご了承ください。 

 
 CE コースの質疑応答について 

Zoom の Q&A機能から随時質問をお寄せください。いただいた質問は講師が選定し、各講義
終了後に直接回答いたします。 
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 Zoom ウェビナーの不具合について 
受講者側による Zoom の接続や音声等の不具合は、学術集会運営本部では対応できかねま
す。Zoom のホームページ等をご確認いただき、対応をお願い致します。 
また、通信回線の不具合などにより途中退出・再入室を行った場合は、おおよその時刻を記
録いただき、受講確認アンケートに設けられております回答欄より報告をお願いいたしま
す。（各プログラム中の休憩時間中の一時退出・再入室についてはご報告不要です。） 

 

【文献検索演習について】 
文献検索演習中級 2024に参加される方は、JMLA コア研修の「医中誌Web/PubMed 検索初級」
の内容と演習問題を復習いただくとともに「JMLA E-ラーニング文献検索講座」を必ず視聴し、
内容をよく理解しておいてください（中級編では原則として基本的事項は説明しません）。 
 
また、文献検索演習中級 2024 では事前課題があります。参加者ページに掲載されています。講義
内で解説を行いますので事前に各自で取り組み，当日は手元に用意しておいてください。 
 
当日は、医中誌 Webと PubMed を利用して演習を行う時間があります。 
演習時は Zoom の画面は開いたまま、ブラウザを立ち上げ、データベースに接続してください。 
 
 医中誌 Web：https://login.jamas.or.jp/ 
 PubMed：https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/ 
 

【医中誌 Web について】 
医中誌 Web は有料データベースです。 
未契約の方は、参加者ページに記載の専用 ID とパスワードをご利用ください。 
事前にログイン確認を行い、学術集会当日のほか、事前課題の際にもご利用ください。 
 

注意事項 
・文献検索演習目的以外の利用はできません。 
（所属機関の業務には利用しないでください） 
・所属機関の医中誌 Web 導入有無に関わらず、ご利用いただけます。 
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【受講確認アンケートについて】 
学術集会当日の Zoom ウェビナーが終了すると、自動的にアンケートページがブラウザに表示さ
れます。 
こちらのアンケートは受講確認も兼ねておりますので、必ず当日中にご回答ください。 
研究発表、CE コースそれぞれの開催時間内に表示される「受講確認キーワード」の正答も、受講
認定の必須条件となります。回答がない場合、研究発表の参加証明書、CE コース修了証書は発行
できませんのでご注意ください。 
回線不具合等によりアンケートページが表示されなかった場合は、学術集会運営本部までメール
にてご連絡ください。 
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第 8 回 JMLA 学術集会 プログラム 
2024 年 12 月 13 日（金） 

オンライン開催（Zoom ウェビナー）

9:00 - 9:20 参加者オンライン入室開始 
9:20 - 9:30 開会挨拶・オリエンテーション 
9:30 -11:00 【研究発表】各 20 分（15 分+質問記入タイム），途中休憩 15 分あり 

① 大学医学系図書館における文系資料を用いたレファレンスについて：

戦前期「外地」留学生資料調査を一例として

油谷順子（東京女子医科大学図書館大学史料室）

② 東京慈恵会医科大学学術情報センター史料室におけるレファレンス

業務

大崎泉（東京慈恵会医科大学学術情報センター）

（途中休憩・時間調整 15 分） 
③ コロナ禍における一地方医科大学・大学病院での臨床支援ツール・電子

ジャーナル利用の分析

鈴木俊也（獨協医科大学図書館）

④ 埼玉医科大学における転換契約導入経緯と運用状況：シュプリンガー・

ネイチャー、ワイリーの事例報告

田口宣行（埼玉医科大学附属図書館）

11:00 - 11:40 質疑応答①～④ 40 分 
11:40 - 12:00 参加証明書配布についてのガイダンス（アンケート入力含む） 

（ 休憩 60 分 ） 

12:40 -     参加者オンライン入室開始 
13:00 - 13:05 オリエンテーション 
13:05 - 14:05 【CE コース】システマティックレビューに取り組むための基礎知識： 

これからの図書館員の役割

講師：河合富士美氏（聖路加国際大学学術情報部）

（ 休憩 15 分 ） 
14:20 - 16:30 【CE コース】文献検索演習中級 2024「医中誌 Web／PubMed」 
（小休憩 10 分）   講師：亀井雄大氏（東邦大学医学メディアセンター）

村上千晶氏（東邦大学医学メディアセンター）

16:30 - 16:40 閉会式・修了証書配布についてのガイダンス（アンケート入力含む）
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【研究発表】 
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[研究発表-1] 第 8 回学術集会(2024) 

大学医学系図書館における文系資料を用いたレファレンスについて 

―戦前期「外地」留学生資料調査を一例として― 

東京女子医科大学図書館大学史料室 

油谷順子 

大学史料室は図書館下の一部署で、本学に関する資料収集をし、それらの資料を基に

レファレンス、学芸業務、大学史編纂、自校教育への協力などを行う。全ての活動の基

本は資料であり、特に 1904年創刊の学校の機関誌『女医界』の利用頻度が高い。 

今回の発表の端緒となったのが、2022 年から相次いだ戦前期朝鮮人学生についての

国内外からの問い合わせであった。コロナ対応による学外者図書館利用制限や、図書館

での個人情報非公開などから、『女医界』の記載に限り史料室員が代行調査した。この

際に国外の研究者が本学への「外地」留学生について研究を進めている実情を知り、留

学生を受け入れた側である私たちも戦前の女子医学教育を巡る状況について、学外資料

も含めて調査研究する必要を感じ、2023 年に JMLA の助成金を得て関連論文や資料の調

査収集を行った。対象としたのは戦前の、特に朝鮮からの女子留学生に関する制度、文

献、写真などで、これと並行して当室所蔵資料も今一度見直した。国立国会図書館憲政

資料室では斎藤実関係文書に本学への留学学資受領を示す書簡があり、当室でも戦後の

『女医界』までたどれば、ソウル近郊の卒業生 19 名が集った記事が確認できるなどの

収穫があった。 

調査の過程で他の医学系図書館での文系資料のレファレンス対応が気になり、戦前か

ら続く医学系大学・学部の図書館 32 館にアンケートを依頼して 13 館より回答を得た。

戦前期の留学生受け入れを示す資料は半数の館が所蔵し、卒業アルバム、教員の研究や

年史の記載など二次資料も含めれば 8 割の館に及んだ。全面的な資料公開は 2 件だが、

内 1件はネット閲覧が可能であった。学校の機関誌は全巻所蔵が 1館のみで欠号を抱え

る館が多く、来館の上で閲覧可能とする館が多かった。名簿など個人情報資料の閲覧は、

相談に応じたり、図書館が代行調査したりと対応は様々だが、8割近くで何らかの情報

が得られる状況であった。文系資料の閲覧や質問には半数以上が図書館内で対応し、学

内の他分館や他部署の協力も得て対応行う例もあった。同様の質問を本学と同様に明治

大正期から卒業生を輩出している 12 の女子大学図書館に行い 4 館から回答を得たが、

貴重書や機関誌、名簿類は閲覧不可の館が多かった。日頃より文系資料を扱い慣れ、閲

覧可否が明確な館が多いためと思われる。 

今回の調査では新資料の発見があり、アンケートでは、医学系図書館が個人情報資料

の対応に苦慮しつつも文系資料のレファレンスに臨機応変に対応していると思われた。

今回のアンケート内容を参考に今後レファレンスに応じたい。 
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[研究発表-2] 第 8 回学術集会(2024) 

東京慈恵会医科大学学術情報センター史料室におけるレファレンス業務 

東京慈恵会医科大学学術情報センター 

大崎 泉 

東京慈恵会医科大学学術情報センターは、図書館、編集室、標本館、写真室、史料室、

メディカルライティングオフィス、国際交流センターから構成されている。

東京慈恵会医科大学は、高木兼寛が明治 14 年に成医会講習所を創設したところから

始まる。史料室は、昭和 40年（1965年）に大学創立 85周年事業として史料編纂室が開

設されたものが始まりで「東京慈恵会医科大学八十五年史」と「髙木兼寛伝」の編集が

行われた。この際に収集した資料をもとに史料室が設置され、昭和 59年（1984年）に

医学情報センターとして、図書館、編集室、標本館、写真室、史料室が同部門となった。

史料室は専任職員が担当していたが、前担当者の退職後は人員補充がなく、2018年 7月

からは図書館職員が兼務で対応している。主な業務は見学対応や寄贈資料の整理、問合

せへの回答、資料提供、史料室内の環境管理がある。学内外からの問合せや資料提供依

頼は年間 80 件ほどあり、マニュアル検索で対応するため、すぐに回答できないものも

多い。 

担当して約 6年の間に受けた問い合わせの中で、興味深い事例とその調査方法、回答

について報告し、今後の課題についても考える。 
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[研究発表-3]  第 8 回学術集会(2024) 

タイトル コロナ禍における一地方医科大学・大学病院での臨床支援ツール・電子ジャ

ーナル利用の分析 
所属 獨協医科大学図書館 
氏名 鈴木俊也 
 
ヘルスサイエンス情報専門員資格：ヘルスサイエンス情報専門員（基礎資格） 
 
発表要旨 
[背景] コロナ禍において、多くの学術出版社等によって、COVID-19 に関連する論文

が無償で公開され、電子ジャーナルの利用が増加した。しかし、コロナ禍における電子

リソースや医学論文の種類の利用に関する先行研究では、COVID-19 論文の関連論文

の利用動態について言及されていなかった。 
 
[目的] コロナ禍において、一地方都市にある医科大学構成員による、臨床支援ツール

と、電子ジャーナル COVID-19 関連の専門的な情報源へのアクセス動向と、流行期ご

とのアクセス数の差異を明らかにする。 
 
[方法] 2020 年 1 月から 2023 年 4 月までの、臨床支援ツール(UpToDate®)と電子ジ

ャーナル 4 誌(New England Journal of Medicine、the BMJ、JAMA、Clinical Infectious 
Diseases)の利用統計をもとに、COVID-19 に関するトピック・論文へのアクセス数や

割合を集計を行った。 
 
[結果] 臨床支援ツールは、2021 年上半期に感染症に関するトピックへのアクセス数

が上昇し、その後感染者数が増加した 2021 年 12 月以降は、月平均約 300 回以上のア

クセスを記録した。 
電子ジャーナルにおける COVID-19 の論文へのアクセス本数は、全体の内 10%を占め

ており、アクセス数は 12%であった。一方、雑誌により 1 ヶ月にアクセスされた論文

の 60%以上が、COVID-19 関連論文を占める月もあった。 
流行期ごとに感染状況や、ワクチン、治療薬の流通状況が、論文のアクセス数に影響を

与えている可能性が示唆される。 
 
[まとめ] 利用統計の分析により、感染の流行期により、COVID-19 論文へのアクセス

数やアクセス本数など利用動態に差異があることが判明した。また、当発表で使用した

分析手法は、COVID-19 以外にトピックで論文単位で利用者の情報入手の動態を知る

手がかりとなる。 

11



[研究発表-4]  第 8 回学術集会(2024) 

タイトル：埼玉医科大学における転換契約導入経緯と運用状況：シュプリンガー・ネイ

チャー、ワイリーの事例報告 

所属：埼玉医科大学附属図書館 

氏名：田口宣行 

ヘルスサイエンス情報専門員（基礎資格） 

 

I. 背景 

 2022年はワイリーと国内 4大学の間で転換契約が開始された年として記憶に新しい。

日本の複数の大学と大手出版社が参加した取り組みとしてはこれが初となる。翌 2023

年にはシュプリンガー・ネイチャーが研究大学コンソーシアム（RUC）のメンバーを中

心とする国内 10大学とパイロット転換契約を開始した。さらに、2024 年は大学図書館

コンソーシアム連合（JUSTICE）がエルゼビアとの転換契約に合意し 51大学が参加する

こととなり、大手 3社の転換契約が出揃った年となった。 

II. 埼玉医科大学における転換契約の導入経緯 

 本学では、2021 年に大手 3 社のパッケージ契約を解体し大規模な購読誌の縮小と経

費削減を実施したが、毎年の値上げと為替の影響で、パッケージ解体前の購読額に戻る

のは時間の問題であった。一方、国内の研究大学を中心とした大規模大学では転換契約

が開始され、JMLA会員館の間でも話題にのぼるようになった。実際のところ、本学を含

め経費面で購読維持に苦慮している会員館にとっては、転換契約は非現実的な取り組み

に見えていたと思われる。 

 しかしながら、本学では 2023 年秋の次年度契約見直し時期に、ワイリーとシュプリ

ンガー・ネイチャーから転換契約の提案を受けたことで、急遽、転換契約の導入を検討

することになった。理由は、現契約の更新価格との差額が驚くほど小さかったためであ

る。また、転換契約はパッケージ契約が前提となるので、個別購読に切り替えていた本

学にとっては以前と同等の購読誌数に戻れる提案となっていた。以上の理由により、本

学では 2024年から 2社の転換契約の導入を決定した。 

III. 導入開始、導入状況 

 思いも寄らない形で転換契約を導入することになり、準備もままならなかったが、出

版社のサポートと大学側、教員らの理解を得ることで、特に混乱もなく運用できている。

8 月の時点で 2024 年分の OA 出版枠は上限に達しており、2 社合計で約 50 本を OA 論文

として出版することができた。 

IV. 課題と評価 

 準備不足で運用を開始したため、周知と広報が不足していることは否めない。著者に

は論文が受理された際にシステム的に転換契約による OA 出版の選択肢が提示されるの

で、その時にはじめて転換契約を認識する場合もあると思われる。中には、OA出版を選

択しない著者もおり、広報不足を感じている。その一方で、教員から OA 出版枠の残数

の問い合わせもあり、図書館が考えているよりも教員の間では APC による OA が身近に

あることがわかった。早くも 2025年の OA出版枠再開についての問い合わせがいくつか

届いている。図書館としては、学内への周知とサポートに力を入れつつ、転換契約の維

持、そして出版社の拡大を試みる予定である。 
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